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「小児在宅移行支援指導者フォローアップ研修」開催要項 

 

1. 背 景 

弊会では、試行事業を経て 2020年度より NICU等に長期入院する児の在宅移行を推進するため、

「小児在宅移行支援指導者育成研修」を開催してまいりました。診療報酬改定における入退院支援加算 3

の算定要件の該当となったことから、広域での研修開催の推進を目的に、2022年度より都道府県看護協

会における研修開催を推進しております。 

「小児在宅移行支援指導者育成研修」では、「NICU/GCUにおける小児在宅移行支援パスと教育プロ

グラム 2019年度版」の導入・活用の推進をねらいとしており、小児在宅移行支援パスの導入・活用は進

んでおりますが、教育プログラムの導入・活用は十分でない現状にあります。近年、成育基本法や医療的ケ

ア児支援法等の法的整備が進み、研修修了者が新たな情報を把握した上で、取り組みの推進を図ること

が必要とされています。以上のことをふまえて、小児在宅移行支援の推進を目的として、「小児在宅移行支

援指導者育成研修」修了者を対象としたフォローアップ研修を開催することとなりました。 

 

2. 研修目的 

医療的ケア児に関する国の動向等の最新情報と研修修了者の活動報告についての情報を提供すること

で、各施設における小児在宅移行支援の推進を図る。 

 

3. 開催概要 

1） 日時：10月 30日（月） 14:00～17：00 （3時間） 

2） 募集期間：8月 14日（月）～８月 28日（月） 

3） 受講料：1人 3,500円（税込み）  

4） 対象及び応募要件 

(1)2020～2022年度日本看護協会教育計画「小児在宅移行支援指導者育成研修」修了者 307名 

(2)都道府県看護協会主催の 2022年度「小児在宅移行支援指導者育成研修」修了者 76名 

 ※（1）（２）に該当しない方の研修受講は受け付けておりません。 

5） 方法  

（1）Zoomウェビナーによるオンライン（ライブ配信） 

（２）修了者および看護管理者を対象としたアーカイブ配信 

         ※ライブ配信受講は主に修了者が対象となるが、取り組みを推進していくためには、看護管理者の支

援が重要になる。 

         ※そのためアーカイブ配信は、看護管理者の視聴や修了者と共に視聴することを目的とする。 

         ※配信期間は研修終了後 3週間を予定。アーカイブ配信の URL等の詳細については、修了者に連

絡する。 

 

  4. 研修プログラム 

1) 目 標 

(1) 医療的ケア児に関する国の動向等の最新の情報を把握することができる。 

(2) 「小児在宅移行支援指導者育成研修」修了者の実践報告を通して、所属施設における小児在宅移 

  行支援の推進に向けて立案した自身の計画の改善のヒントを得ることができる。 

(3) 本研修修了後、アーカイブ配信を活用して看護管理者等と受講内容を共有し、所属施設の小児在  

宅移行支援の推進について検討することができる。 
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2）プログラム                                                                         

 

5.申し込み方法および受講決定通知方法 

1） 下記の本研修申込サイトから募集期間内に申し込む。 

URL https://nerc-entry.nurse.or.jp/shousaiView.php?cd=2023555 

QRコード 

                
※研修の詳細ページは 7月下旬より閲覧が可能となります。 

 

2） 募集期間終了後、１か月以内に受講者本人へ受講通知と受講案内を発送する。 

3） 応募要件を満たしかつ申込内容に不備がない者を受講決定する。 

 

6.研修修了証の発行   

研修当日に全てのプログラムを受講した者に日本看護協会長名による研修修了証を発行する。 

 

7.問い合わせ先 

１） 研修に関すること：日本看護協会神戸研修センター教育研修部継続教育課 TEL 078-230-3254 

２） 申込方法に関すること：日本看護協会神戸研修センター総務管理部 TEL 078-230-3250 

時間 分 内容 担当 

14：00-14：10 10 オリエンテーション 研修担当者 

14：10～14：40 30 

【講義】 

〇NICU/GCUから在宅移行する児と家族を取

り巻く社会の動向 

 ・成育基本法 

 ・医療的ケア児支援法   など 

こども家庭庁 

支援局 障害児支援課 

医療的ケア児等支援推進

専門官  

14：40～15：10 30 

【講義】 

〇小児在宅移行支援指導者に期待すること 

〇組織で取り組む小児在宅移行の推進 

井本 寛子 

（日本看護協会 

常任理事） 

15：10-15：15 5 休憩 

15：15-16：00 
40 

【実践報告 1】 

小児在宅移行支援パスの導入・活用の実際 

と支援状況 

〇研修修了者の立場から（20分） 

〇看護管理者の立場から（20分） 

・大阪母子医療センター 

小児在宅移行支援指導者

育成研修修了者 

 

・大阪母子医療センター 

看護管理者 
5 質疑応答 

16：00-16：05 5 休憩 

16：05-16：50 
40 

【実践報告 2】 

教育プログラムの導入・活用の実際と支援状況 

〇研修修了者の立場から （20分） 

〇看護管理者の立場から（20分） 

・長野県立こども病院 

小児在宅移行支援指導者

育成研修修了者 

 

・長野県立こども病院 

看護管理者 5 質疑応答 

16：50-17：00 10 まとめ・事務連絡(アーカイブ配信について等) 研修担当者 

https://nerc-entry.nurse.or.jp/shousaiView.php?cd=2023555

